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「相互理解の下で議論を深める」

東日本大震災を受け、日本の抱える問題はより幅広くなり、複雑化・深

刻化している。そうした中で、私自身の意見を求められることも多いのだ

が、どんな主張にも賛否両論があり、いつも頭を悩ませている。そもそも

私自身の中にさえ、「経済界として」「日本生命として」「岡本個人として」など

立場により意見の葛藤があるのだから、万人が納得する「究極解」は存在

しないと開き直るべきかもしれない。ただ、私が考えをまとめる上で心掛

けていることは、異なる立場（主張、世代）の間での「相互理解」と「幸福の

バランス」という点だ。

例えばエネルギー政策。私は、経済立国たる日本において、安定的・経

済的なエネルギー供給は不可欠であり、原発を選択肢から排除することは

不可能との立場だ。もちろん、この考えには異論もあろう。地震が多いこ

の国での安全管理や、出口のない使用済み核燃料処理の問題を棚上げにし

て、「今の生活を維持するため」と原発を使い続けることは、将来世代への

ツケ回しにすぎない、と。一方、現時点で「原発ゼロ」の決断は、原子力に

かかわる技術開発や人材育成を途絶えさせ、廃炉や使用済み核燃料処理と

いった現存する問題の解決をより困難にする。

また、経済成長と財政再建の問題もしかりである。私は、現在の危機的

な国家財政とソブリン・リスク（※）にかんがみれば、健全な経済成長の土台

として、財政再建が喫緊の課題と考える。一方、今のままでは日本経済は

立ち行かず、デフレ脱却・震災復興のためには、適切な政策を迅速に実行

する必要があることも理解している。ただし、公費投入による景気刺激につ

いて、目先の成長にとらわれ財政に過度な負担を掛けることは、やはり将

来へのツケ回しに他ならず、若者の未来を束縛する。

成熟した今の日本社会では、価値観の多様化と利害関係の固定化が進み、

さまざまな立場の人々が攻守相乱れて自己主張する。また、声の大きい意

見が必ずしもマジョリティーではないという事実も、見逃されがちだ。し

かし、声高に自己主張を続けることが、議論の本質ではない。自分と異な

る意見に耳を傾け、もう一方の見方を自らの中に取り入れてみる。一つひ

とつ副作用を考え、バランスに配慮することが、今、極めて重要だ。

大震災後の対応で証明したように、慎み深さや和の精神は、世界に誇る

べき日本の美徳だ。性善説に過ぎるかもしれないが、相互理解を深めるこ

とで、必ず結論に近づけるはずだと信じている。

【日本／紅葉青海波】
青
せいがいは

海波は、同心の半円を連ねた文様。舞楽の装束
に使われた文様。ササン朝ペルシアの文様が中国
を経て伝わったといわれています。

今月の表紙：世界の文様シリーズ

※�ソブリン・リスク：国家（ソブリン）に対する信用リスク。国債や政府機関債が債務不履行に陥る可能
性のこと。


